工事説明書 


ガスビルトインコン □ 

型式 名 

60cm 幅タイプ 

75cm 幅タイプ 

DW3S 」 8」AR C3WJ8RJAR 
DW3S 」 8」AL C3WJ8RJAL 

DW3S 」 9」AR C3WJ9RJAR 
DW3S 」 9」AL C3WJ9RJAL 


誤った機器の設置を行った場合の危害•損害の程度を、次のように区分しています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 

1 

| A 警告1 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合によって使用者 
び死 t 、 重傷を負う可能性、または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

1 

A 注意 

1 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合によって使用者 
び傷害を負ラ可能性や物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 

1 

お願い 

1 

使用者び安全に快適に使用していただくために理解していたださたい内容です。 


Q 禁止 〇 必ず守る 分解禁止 


P 設置される方へ にの任事説明書」を設置前に必ずお読みください。）- 

•周囲の壁び不燃材料!;(外で、トッププレートに貼付の防火性能評定シールに記載されている離 
隔距離を確保でさない場合は、絶対に設置しないでください。 

どうしても設置しなければならない場合は、必ず別売の防熱板を取り付けてください。 

防熱板を取り付けなかつた場合、火災のおそれびあります。 

※仕上げの構造び確認でさない場合は、必ず防熱板を取り付けてください。 

• 下記に応じて設置を行つてください。 

(1) ビルトインコン□のみを単体で設置する場合今6ページ 

(2) ビルトイン形ガスオーブンとセツトで設置する場合嗦]1ぺージ 


〇 機器を安全にご使用いただくため、この工事説明書をよく読 
. んでから、有資格者による指定された設置を行ラ。 

© 建築基準法、当該地区の市•町-村の条例、消防法、ガス事 
業法、液化石油ガス法、「ガス機器の設置基準および実務指 
へち夕化 I 必ず守る 針」（日本ガス機器検査協会刊)に従う。 

A 胃 / CN トッププレートのガラス裏面には、絶対にキズをつけない。 
じソガラス強度び著しく低下し、破損しやすくなります。 

禁止また火災*損傷事故の原因になります。 

0 機器の上には絶巧にの5ない。 

ごとくの変おやトッププレートのガラス破損につながり、 

禁止異常過熱や乂災の原因になりまず。 


— ^ 設置で必要なところ(外は絶対に改造•分解は行わない。 

A 迂意 cy ~酸化炭素中毒のおそれびあります。また、火災の原因にな 
-分解禁止 なおそれかあ0ます。 


•乾電池を抜かずに点乂/消乂ボタンを 点乂の状態 で放置しないでください。乾電池の消耗び早くなります。 
f " か旧百 I 、| •幸乞電ミ也を使用しているガス機器を大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電ミ也を耳又じ 
座が貝い I はずしてください。 

そのままにしておさますと思わめ事故 i こなることびあります。 


• この工事説明書の記載内容からはずれた設置び原因で生じた故障および損傷は、保証期間内であってわ 
保証の対象とならないので注意して<ださい。 

• 設置び終わったら、この工事説明書に基づいて設置されていることを確認してください。 

•設置終了後、保証書（取扱説明書に記載）に必要事項を記入してください。 

♦取扱説明書（保証書付）は設置終了後必ずお客様に渡してください。 

•取扱説明書に従って、お客様に機器の操作方法など、取り扱い説明をしてください。 
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開こん 


田同こん部品-付属品の確認 

次の部品び同こんされています。不足のないことを確認してください。 


部品名 

お 状 

個数 

部品名 

お 状 

個数 

バーナーキャップ（大） 

<高火カコン□用> 
※高乂カコン□には、バー 
ナーキャップに 「 H 」 マー 
クを表示しています。 

導 


1 

サイドカバー（左） 

サイドカバー（ち） 


各] 

バーナーキャップ（大） 

<標準コン□用> 

導 


1 

検圧□ネジ用 
アル S パッキン 


資 

f ビルトインコン□で検圧した^ 
場合の取り替え用です。 

機器取付パツキンとは形状び 
異なりますのでを意してくだ 

U い。 J 


1 

バーナーキャップ（ル） 

く後コン□用> 


1 

単1形アルカ U 乾電池 

終^ 

2 

ごとく（大） 

く高乂力•標準コン□用> 

% 

著 

2 

グ IJ ル焼網 

郝 

► 

1 

ごと< (ノ」\) 

<後コン□用> 


1 

グ U ル排気□カバー 


2 

バーナーリングカバー(大） 

く高乂力•標準コン□用> 

◎ 

2 

取扱説明書（保証書付） 
工事説明書 
サービス網 一覧 
クッキングブック 


取扱説明書 
(イ呆証書巧） 

サービス 網 
一覧 

、 

リ 

工事説巧書 

クッキング 

プック 


各] 

バーナーリングカバー(ル） 

<後コン□用> 

◎ 

1 

サイドモール（左） 

サイドモール（ち） 


1[ 

1 

各] 


- 2 - 










































各部のなまス 


DW3S 」 9 」 AR タイプ 


※機器単体設置用ガス接続口 
標準パ'-ナー 
標準パ’ーナー用温度センサー 
バーナーリングカバー(大) 

ごとく（大） 
トッププレート 
(ガラス面） 

乂力調節つまみ 

標準コン□用 
点乂/消乂ボタン 

後コン□用 


点乂/消乂ボタン 
コン□温調操作部 
コン□操作部ふた 
(銘板貼付） 



ごとく（ル） 

後バーナー 

後バーナー用ミ豆度センサー 
バーナーリングカバー(ル） 


グリルとび5取っ手 - J ' 
グリル焼網 
グリル受け皿 


グリル排気□カバー 
グリル排気 □ 

ごとく（大） 

ガスオーブン設置用 
ガス接続口※ 

パ’ーナー リング カバー (大） 
高乂 カバーナー 

高乂カバーナー用 
温度センサー 

グリル用乂力切替ボタン 


電池ヶース 

高乂カコン □ 用点乂/消乂ボタン 
グリル用点乂/消乂ボタン 
グリル操作部 


•その他のタイプについては、トッププレートの幅や、高火カコン□•標準コン□の位置などび異なりま 
すので、詳しくは取扱説明書の「各部のなまえ」を参照してください。 

※ガス接続□の位置を示す。（透視図） 
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設置前の注意 


田設置ずる機器の確認 

◎設置する機器び、ご使用になる目的、用途に適合していることを確認してください。 


A 注意 


〇 銘板（コン□操作部而た裏面に貼付）に表示してあるガスに適合して 
いることを確認する。（取扱説明書の6ページを参照してください。） 
必ず守る 乂么 L 不完争燃焼、 爆発点火 のおそれや、機器び故障する原因にわ 


なります。 


〇 ガス種の異なる地域へ転居した場合は、部品交換や調整び必要の 
ため注意する。 

爆発や不完を燃焼の原因になります。 


〇 この機器は調理外の用途には使用でさないため、用途を確認し 
設置する。 

乂盤^不完牟燃焼-機器の故障の原因になります。 . 



田設置場所の確認 

◎設置場所をお決めになるとさは、次の事項をよく確認してから決めてください。 


A 注意 


〇 設置するガス機器および同一室内に設置してある他のガス機器のガス消費量に対し、十分な換気設備び 
ある場所に設置する。 

必ず守る 他のガス機器と同時に使用した場合、不完今燃焼による~酸化炭素中毒のおそれがあります。 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

0 

禁止 

〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 

0 

禁止 

〇 

必ず守る 


設置場所を決めるとさは、お客様とよく相談し、安全な場所で、周囲に危険物•可燃物などびなく、火 
災の危険びない場所に設置する。 

水平で丈夫な場所に設置する。 

保守メンテナンススペースび確保されていることを確認する。 

設置後、トラブルの原因になったり、点横•修巧に支障をさたします。 

引火性の危険物（ガソ U ン•灯油•ベンジン•接着剤など）や、業務用薬品（アンモニア、硫黄、塩素、 
エチレン化合物、酸類などの腐食性薬品）を周囲で保管したり、取り扱う場所には設置しない。 

ガス機器は、ガスエ作物、電気工作物などの他の設備に悪影響を与えない位置に設置する。 

棚の下など落下物の危険びある場所や樹脂製の照明器具、ガス湯沸器の下には設置しない。 

火災のおそれや思いびけない事故の原因1こなります。 


この機器は家庭用のため、業務用として使用する場 
所に設置すると著しく機器の寿命び短くなります。 

コン□下部キャビネット裏側は、外部から風 
などの影響を受けない構造にする。 

-ち図のようにガス配管貫通部など建物構造上内 
気と外気びつなびり、図]のような異常な空気 
の流れび起こるのでキャビネットに背板をちう 
けるか、図2のようにベニヤ板など（仕切板）に 
より機器の後方をふさいでください。 

コン□のがびゆらいだり、消えたり異萬燃焼 

や機器焼損のおそれがあります。 


正常な 
空気の流れ 



図2 


※別売の仕切板セット （ DP 日723、 DP 日 724) を用意しています。仕切板セットのお求めは、お買い上 
げの販売店または、わよりの弊社（サービス網一覧表）に連絡してください。 


>上記のほか設置場所について、次のことを守ってください。 

-冷暖房装置の吹さ出し□おくや、強い風び吹さ込む場所に設置しない。 
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田防义上の離隔距離 

◎機器を設置ずる周囲の壁などが、防乂上安全 
な場所かまたは、防乂上有効な間隔を確保ず 
ることが出来る場所に設置してください。 

◎この機器は防乂性能評定品でず。 

※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む) 
とは、下表に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離び確保 
されていることを確認する。 

心ず守る乂逆のおそれびあります。_ 


巨 0cm 幅タイプ 


7 己 cm 幅タイプ 



ガス機器防火性能評定品 


可燃物からの離隔距離 ( cm ) 


上方 


側方 . 


前ち 後ち 


80じ(上「1已い已じ(上已じ(上 

上方びレンジフードファンおよび不燃材の場合 
グ U スフィルター 

。1ご L —/- 


丄 


曰 OL ツ上日 0 な上 


: FT 


^金属しソ外の不燃材 


( 3mm な上） 




財団法人日本ガス機器検査協会 


防乂性能評定シール 
( トッププレートに貼付） 



） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に 
仕上げた部分わしくは、防熱板を取り付け 
たとさの寸法です。 


レンジフードファン！;(外の場合は8日 cml；Lb。 

《2不燃材料びない場合は8日 cml； (上。 

◎上記離隔距離がとれない場合や、仕上げの構造がわか！5ない場合は、必ず防熱板による防乂 
措置を巧ってください。 （下記参照） 



レンジフード 


■ グ1」スフィルター 


金属似外の 


A 注意 


〇 

必ず守る 


防熱板（別売品）は、必ず指定のものを使用する。 

防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って正しく取り付ける C 
防熱板を取りがけないと、乂災のおそれびあります。 


•防熱板は 60 cm 幅タイプは4種類、7己 cm 幅タイプは5種類用意しています。 
•用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り付けてください。 

※取り付け方剤ま別売の防熱板に同こんされている「取付説明書」をご覧ください。 


コード番号 

高さ (mm) 

幅 (mm) 

備考 

① 

DP0128 

590 

535 

共用 

② 

LP0130 

590 

600 

目 0cm 幅タイプ用 

LP0131 

750 

75cm 幅タイプ用 

③ 

DP0129 

550 

900 

共用 

④ 

LP01 17 

550 

]已0 

75cm 幅タイプ用 

⑥ 

DP0101 

90 

600 

目 Ocm 幅タイプ用 

DP0104 

750 

75cm 幅タイプ用 



©バックガー f 




(つーウ トップの^ 
後部に立ち上び 
Vo びおる場合ノ 

※イラストはイメージ図です。 


※□ド日]日]、 DP 日]日4はワークトップ後部の立ち上びり用 


防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、わよりの 
弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。 


A 注意 


機器の周囲び可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 


A 寸法 

6日 cm 幅タイプ： ]5 cml^Lb 
75 cm 幅タイプ： 7.5 cml ^( 上 


ガス機器防火性能評定品 


可燃物からの離隔距離 ( cm ) 


上方 


側方 . 


前ち 後方 


80私上]; 7.已 


1已私上 


已じ(上 


上方びレンジフードフアンおよび不燃材の場合 
グ I 」スフィルター 

4 - 


7 .已しソ上 I 1 ^ 

7 .已上 I 日□しソ上 

X LLyyacc 


^金属しソ外の不燃け 
* ( 3mm な上） 

曰□な上日しツ上 .A 


玉 


非 


財団法人曰本ガス機器検査協会 


機器の設置 


™ 巨。09お 

5部 

A 
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30-45 


※図は DVV 32」9」 AR タイプです。 

※その他のタイプについても、トッププレート幅、バーナーの 
左ち位置、パネル部は異なりますび、設置寸法は同じです。 
《《》内の寸法は A +37設置寸法です。 

〈単位： mm 〉 



田機器の取り付け 

◎ビルトインコン□単体で設置ずる場合 


[標準設置図-機器寸法図] 


オーブン接続 □ 


後バー ナー 



1 

75 cm 幅タイプ 
(目 0 cm 幅タイプ 

350 
300 )1 

75 cm 幅タイプ 
(60 cm 幅タイプ 

738 1 

593) 


標準 バーナー 


\局乂カバーナー_ 


温度センサー 


グ U >1レ火力切替スイッチ 



温調操作部/ 


ワークトップ前面/ 


封 


■30-45 


〈単位： mm 〉 



225 J 




ビネット扉刖面 



4-R10 〜30 


A+37 穴あけ寸法 


標準 (A+ 日 9) 穴あけ寸法 


穴あけ寸法は A + 己9び標準です。ただし、設置フ U —タイプですのでワークトップ 
穴あけ寸法は A + 己9、 （ A +4 己） A +37 のどちらでも設置できます。 


田ワークトップおよび丰ャビネットについて 
◎ワークトップ材は熱硬化性樹脂化粧板 （J 旧 K 690 3) または同等上の材料としてくださし、。 

•ワークトップの表面びニス弓 I さのものは変色しますので使用しないでください。 

◎機器を組み込むために、下図の寸法穴に加工してください。 

•穴あけ寸法は、公差内になるよラに加工してください。公差外になると取り付けびでさなくなります。 

— A ま意- 

0 4 己 mm を超える厚いワークトップには設置しない。 

ワークトップの遍度び上がり 篮握のおそれびあります。 




叫ゴ呂9 


ブブ 的-の 


叫ゴ呂9 


+這ブ 


回桓皆曼-^ ^.心よ一 
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[機器本体の取り付け] 


作業 手 順 


1 . 機器側ガス接続□の接続ふたの取りはずし 

①接続而たの取りはずし 

•機器底部左側のガス接続□に取り付けてあるガス接続□而 
た（ネジ3本）と 0 U ングを取りはずしてください。 


取りはずした部品は不要でず。 


説明 図 



2 . 前面パネル包装材の取りはずし 

•前楼パットを手前に引さ抜いてください。 


お願い 


•その他のテープ、グ U ルとびらカバーは、機器本体の 
はめ込みび終わるまで、はびさないでください。 

はびすとグリルとびらや攫を部び閣いてキズをつける場合があります。 


3 . 機器本体のはめ込み 

•機器中央部の設置用取っ手を持ち、機器本体をキャビネッ 
卜にはめ込んでください。 

※上部高火力側に取り付けてある枠を持たないでください。 
(7 己 cm 幅タイプ） 

※絶対にガス配管やバーナーなどを持たないで<ださい。 

ガス漏れや異常燃焼の原因になります。 

《はめ込み時はパネ J レなどを傷つけないよラにしてください。 



A 迂忌、 






設置用取っ手 



'機器内のガス配管、バーナー^ 
、などは持たないでください。 


A 機器を設置したあと、設置用取っ手を手前に倒す。 
トッププレートのガラスび割れるおそれびあります。 



>部は持たないで 
ください。 

f 高乂力側に取り付けてあります〇! 
U 7 已 cm 幅タイプ） ) 


4.グリル巧包装材の取りはずし 

• 2で取りはずした残りの包装材を取りはずし、グ U ルとび 
らを引さ出し、焼網パット-チラシ-ポ U シートを取りは 
ずしてください。 



5-ヴイド モールの 取り付け 

•サイドモールをパネル両ヴイドの凸部（切り込み）にまつす 
ぐに差し込み、奥にあたるまで差し込んでください。 
•サイドモールは、（左）（も）びありますので、ち図のとおり 
取り付けてください。 



6.機器本体の固定 

• 機器本体の位置決めは、機器本体側面の本体固定ネジ (4 本) 
でワークトップに固定してください。 

-機器前面とキャビネット前面とのおさまり具合を確認しな 
びら位置決めを行ってください。 


本体固定ネジ 
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悼 B 品の取り付け] 


作業 手 順 説明 図 


1 . トッププレートの取り付け 

① 機器本体後部に止めてあるトッププレート固定用ネジ (2 本) 
をはずしてください。 

(このネジは③で使用します。） 

② トッププレートを水平に保ちなびら機器本体にかぶせます。 
ノくーナー U ングとノくーナーを合わせなびらトッププレート 
をセットしてください。トッププレート裏面突起部びトッ 
ププレート固定バネに確実に固定するよラに、トッププレ 
-卜手前部を押さえてください。 

③①ではずしたトッププレート固定用ネジでトッププレートを 
機器本体後部で固定してください。 


ネジをゆるめたり、締めつける際には手動ドライバーを使 
用して < ださい。 

電動ドライバーではネジび利かなくなります。 

「お願い 

• トッププ1 
とを確認1 
• トッププ1 
キンびは1 


ゾートの取り付けは確実に行い、浮さびないこ 
^てください。 

ゾート枠下部周囲に取り付けてあるシールパッ 
す'れたりしていないか確認してください。 


トッププレート固定用ネジ 



※イラストはイメージです。 


トッププレート枠 


ガラス 

シール パッキン 


トッププレート取り付け後必ず確認してください 


A 注意 


A トッププレート取り付け後、パ'-ナーリングの r 浮き」がないことを必ず確認する。 

尼振 r 浮さ I があると煮こぼれが機器内部に浸入し、故障の原因になります。 

A トッププレート取り付け後、バーナー用パッキンがはみ出ていないことを必ず確認する。 

尼最る はみ出ていると、パ~ナ~のがによりパ~ナ~用パッ丰ンに異苗をおこすおそれびあります。 
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作業 手 順 説 


2-バーナー夺ャップ•バーナーリングカバー，ごとく， 
グ IU レ排気□カバーの取り付け 

•バーナーキャップ-バーナー U ングカバー取り付け後（下記 
参照）、ごとく •グ U ル排気□カバーを正しく取り付けてく 
ださい。 


明 


図 


◎バーナー夺ヤツプの取り付けかた 

•図のようにノくーナーキヤツプの爪部び、点火プラグの真上 
にくるように合わせ、取り付けてください。 

(点火プラグに衝撃をあたえないようにしてください。） 
※高火カコン□用は、バーナーキャップに 『 H 』 マークを表示 
しています。 


— A 注思- 

^ バーナーキャップを正しく取り付ける。 

V バ~ナ~丰ャップを正しくセットしなかった場合、 
必ず守る 点火/しなかったりがが不巧~になり、異萬燃焼や部 
品び'魅撞するおそれびあります。 



※高乂カコン□用パ'-ナーキャップには卜|」マークびあります。 


◎バーナーリングカバーの取り付けかた 

• ノくーナー U ングカノく一の▽マークを手前にし、欠さ部前後 
2ヶ所をバーナー U ングの凹部前後2ヶ所に入れて、正し 
く取り付けてください。 

◎ごとくの取り付けかた 

• ごとくは内側の凸部2ヶ所を、ノくーナ ー U ングの凹部前後 
2ヶ所に入れて、正しく取り付けてください。 

※ノくーナー U ングはトツププレートに固定されています。 



凹部 


◎グリル排気□カバーの取り付けかた 

•グ U ル排気□カバーをグ U ル排気□の枠に合わせて取り付 
けて < ださい。 



イラストは、 DVV 32」9 JAR タイプです。 
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作業 手 順 


3.乾電池の取り付け 

アルカ U 乾電池（単1形： ].5 V ) を2個使用します。 

• 乾電池の寿命は、およそ1年びめやすです。 

(付属の乾電池は工場出荷時に納められたもので、自然放電の 
ため、寿命び短くなっている場合びあります。） 

[電池ケースの取りはずしかた] 

① ちノ（ネル下面の上部を押し操作部を開ける。 

② 操作部の而たの左ち側面の凹部に指を引っかけて、矢印の方 
向に開ける。 

③ 電池ケースの下部に指を引っかけて、引き出す。 

※電池ケースを引さ出すとさは、ゆっくり引さ出して<ださい。 

強くひさだしますと、破損の原因になります。 

※電池ケースは落下防止のため、途中で止まる仕様になっています。 

腊電池の取り付けかた] 

④ 単1形アルカ U 乾電池に個）の©©を確かめ、電池ケースに 
組み込む。 


- A 注意- 

•乾電池の®©方向は間違えないでください。 
点乂でさなくなります。 


説明 図 



[電池ケースの取り付けかた] 

⑥電池ケースを奥まで押し込む。 

⑥操作部の而たを元どおり確実に閉める。 


お願い 


>電池ケースに水などの異物び入った場合は、而さ取っ 
てされいにして < ださい。 

電刑 I 機能不良の原因となりまず。 

>電池ケース而たは約9ぴまで開きます。それ(上は無 
理に開かないでください。而たびはずれ落ちる原因に 
なります。わしはずれた場合は、取扱説明書『電池交 
換』の「♦操作部の而たびはずれた場合の取り付け方法」 
を参照してください。 


⑥ 


⑥ 



4.サイド カバーの 取り付け 

•サイドカバーはグ U ル庫内の左ちのフックに引っかけて固定 
してください。この際、切り抜さ部を先に奥のフックに差し 
込み、次に穴部を手前のフックに引っかけてください。 

•サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、ち図のとおりに 
取り付けてください。 
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◎ビルトインコン□とビルトインおガスオーブンをセットで設置ずる場合 
♦オーブンのタイプは、ワークトップ穴あけ寸法に関係なく、 A +37 仕様( V タイプ）になります。 
オーブンの仕様を確認のうえ設置してください。詳しくはオーブン側の「工事説明書」を参照してください。 

[標準設置図-機器寸法図] 


後 バーナー 


220 


オーブン接続 □ 



※図は DW 32 J 9 JAR タイプです。 

※その他のタイプについてわ、トッププレート幅、バーナ 
一の左ち位置、パネル部は異なりますび、設置寸法は同 
じです。 

誠 》内の寸法は A +37 設置時（コン□部）の寸法です。 
※オーブン設置寸法は、オーブン側の「工事説明書」を参照 
してください。 

<単位： mm > 


標準バーナー/ 


/ 

1 

/ 

75 cm 幅タイプ 
(60 cm 幅タイプ 

350 

300), 

75 cm 幅タイプ 
(60 cm 幅タイプ 

738 1 

593) 


高乂カバーナー 


已9《37》 


温度センサー 





コン□接続用フレキ管 

オーブン接続 □ 


(370) 



(0 の 9) 
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[取り付け前の準備] 


作業 手 順_説明 図 

1.ビルトイン形ガスオーブンが設置されていることを確認する - 


2.排気□ちり受け、グリル排気筒の取りはずし 

•排気□ちり受け（ネジ]本)、グ U ル排気筒（ネジ2本）を取 
りはずしてください。 


取りはずしたグリル排気筒-グリル排気筒取付ネジはガス 
接続後、再度使用しまず。排気□ちり受けは不要でず。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



3.仕切ホ反(左） • （ち）の取りはずし 

• 仕切板（左）（ネジ2本）-仕切板（ち）（ネジ2本）を取りはず 
してください。 


取りはずした仕切板（ち） • 仕切板（ち）取付ネジはガス接 
続後、再度使用します。 

仕切板（左） • 仕切板（左）取付ネジはオーブン排気筒のお 
状によって再度使用する場合がありまず。 （ 14ページ参照) 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


仕切板(左)取付ネジ 



4.閉塞检の取りはずし 

• 開塞栓押え板（ネジ]本）を取りはずしてください。 
• 閉塞栓を後方へ弓 I さ抜いてください。 


取りはずした閉塞を、閉塞を押え板、取付ネジは不要です。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



5 .前面パネル包装材の取りはずし 

•前楼パットを手前に引さ抜いてください。 


わ願い 

• その他のテ 
はめ込みび 
はびすとク 


•ープ、グ U ルとびらカバーは、機器本体の 
終わるまで、はびさないでください。 

' U ルとびらや操作部が開いて丰ズをつける 

場合がありまず。 



6. ビルトインおガスオーブンの作業 


• この作業はビルトイン形ガスオーブン側 
に付属されている「工事説明書」を参照 
して行ってください。 
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[ビルトインコン□とビルトイン形ガスオーブンの組み合わせ作業] 


作業 手 

1 . コン□機器本体のはめ込み 


順 説明 図 


設置用取っ手 


•機器中央部の設置用取っ手を持ち、機器本体をキャビネッ 
卜にはめ込んでください。 

※上部高乂力側に取り付けてある枠を持たないでください。 
(7 己 cm 幅タイプ） 

※絶対にガス配管やバーナーなどを持たないで<ださい。 

ガス漏れや異常燃焼の原因になります。 

《はめ込み時はパネ J レなどを傷つけないよラにしてください。 


コン□をはめ込む前に、オーブン側のコン□接続用フレキ 
管をち図のようなお状-寸法に®ばてください。 

A ま,音、 

魚機? 


度置したあと、設置用取っ手を手前に倒す D 
プレートのガラスが割れるち険びありまず。 

必、 y でな； 




'高乂力側に取り付けてあります o ' 
、(7己 cm 幅タイプ） , 


2.グリル巧包装材の取りはずし 

• ] 2ページ（日.前面パネル包装材の取りはずし）で取りはず 
した残りの包装材を取りはずし、グ U ルとびらを引き出し、 
焼網パット-チラシ-ポ U シートを取りはずしてくださ 
い。 



3-ヴイド モールの 取り付け 

•サイドモールをパネル両ヴイドの凸部（切り込み）にまつす 
ぐに差し込み、奥にあたるまで差し込んでください。 
•サイドモールは、（左）（も）びありますので、ち図のとおり 
取り付けてください。 



4. コン□機器本体の固定 

• 機器本体の位置決めは、機器本体側面の本体固定ネジ (4 本) 
でワークトップに固定してください。 

-機器前面とオーブン前面とのおさまり具合を確認しなびら 
位置決めを行ってください。 



5.オーブンとコン□のガス接続 

•オーブン側に組み付けてあるコン□接続用フレキ管をコン 
□側の接続□と接続してください。 


接続の方法は、 ] 己ページ（ビルトインコ 
ン□とビルトイン形ガスオーブンとの接続 
方法）を参照してください。 
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作業 手 順 


6 . 才ーブン排気筒けーブン側の付属部品）の取り付け 

• オーブン排気筒上部のツバ部（穴）をコン□側突起部に差し 
込みなびら、オーブン後側の排気出□に確実に差し込んで 
ください。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


•オーブンの種類によって、オーブン排気筒の形状び異な 
ります。 

オーブン排気筒によって、仕切板（左）の必要性び変わり 
ますので、注意して<ださい。 



仕切板(ち）：必要 
仕切板(左）：必要 

切断ラインで 切断 


仕切板(ち）：必要 
仕切板(左）：不要 


7 -仕切ホ反(ち)、仕切ホ反(左）の取り付け 

①才ーブン排気筒形状び上記①（兩くらみなし）の場合 
• 仕切板（左）を切断ラインに沿って、ニッノ（一で切り取り、 
元通りに仕切板（左） • 仕切板（左）取付ネジを取り付けてく 
ださい。 


切り取った仕切板は不要です。 


•元通りに、仕切板（ち） • 仕切板（ち）取付ネジを取り付けて 
ください。 

②オーブン排気筒形状び上記②（両側而くらみ)、③（片側而く 
らみ）の場合 

•元通りに、仕切板（ち） • 仕切板（ち）取付ネジを取り付けて 
ください。 


仕切板(左）は不要です。 


※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 


説明 図 


ツバ部(穴) 





8.グリル排気筒の取り付け 

•元通りにグ U j レ排気筒（ネジ2本）を取り付けてください。 

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。 



悼 B 品の取り付け] 


作業 手 順 

説明 図 

1 . トッププレート•バーナーリングカバー•バーナー夺ヤッ 
プ-ごとく -グリル排気□カバー-乾電池•ヴイドカバー 
の取り付け 

取り付け方法は、8〜]日ページ（悼 K 品の 
取り付け])の項を参照してください。 
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ガス接続-ガス配管工事 


田ガス接続 

◎ビルトインコン□とビルトイン形ガスオーブンとの接続方法（コン□接続用フレ丰管） 


A 注意 


〇 


コン□接続用フレキ管に日 U ングびついていることを必ず確認する。 

※万一、なくなった場合やキズついた場合は、オーブン側に予備用として日 U ングび入っていますので使 
必ず守る用してください。 


日 U ングは複数個入れない。 


0 

禁止 

( V )コン□接続用フレキ管は斜めに挿入しない。 

※斜めに挿入すると日 U ングびキズついたり、かみ込んだりしますので、必ず平行に挿入してください。 
A 固定金具のス U ット穴の中に接続継手とコン□接続用フレキ管ナットのツバ部び入っていることを必ず確 

必ず守る 口忍-9な0 

A コン□接続用フレキ管のナットは一定量圧縮するとそれ上まわらなくなりますので、無理にまわさない 

必ず守る しぐにじ-し、 

( M コン□接続用フレキ管は、ねじったり、繰り返し曲げたり、衝撃を与えたりしない。 

^ ガス漏れの原因になります。 









作 

業 

手 

順 

説 

明 

図 


■接続部の構造 



1 . オーブン側に組み付けてあるコン□接続用フレ夺管のナ 
ット部を今方向へ移動させてください。 


励 




ナット 


^3 


. 挿入部を接続継手と平行に奥まで確実に挿入してくださし、。 






手じめでコン□接続用フレ夺管のナットを回し、ナット 
のツノて部と接続継手のツノて部が合うまでしめ込んでくだ 
さい。 



しめ込み方向 


.ナットと接続継手の両方のツバ部が固定金具のスリット 
穴に入るように固定金具をはめ込んでください。 

※固定金具はナットのゆるみを止めるもので固定金具のス U ット穴 
の中に接続継手とナツトのツバ部び入っていることを確認してく 
ださい。 


ス U ッ 




固定金具 

(オーブン側に同こん） 


接続継手ツバ部/ 




、ナツトツバ部 
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田ガス配管工事 

◎機器を設置する場所にガス检がない場含や、あっても適切でない（位置•□程）場合は、新設また 
は交換をしてください。 


◎ガス接続方法 


[ビルトインコン□単体で設置する場合] 標準配管接続例 


• ガス接続は金属管または金属巧とう管を使用してください。 
• ガス接続は Rc 1/2 ( PT メネジ）です。 



[ビルトインコン□とビルトインおガスオーブンをセツトで設置する場合] 

•ガス接続□、配管工事は、オーブン側の「工事説明書」を参照してください。 

すでにオーブンび設置されている場合は、]日ページのガス接続に従ってガス接続してください。 


◎接続-工事後のガス漏れ確認 

[機器のガス接続が完了している場台] 

•検圧□(コン□とオーブンをセットで設置した場合は、才 
ーブンまたはコン□の検圧 □) に圧力計を接続し、ガス栓 
を開いて一旦ガス圧を加えた後、機器のガス栓を閉じて圧 
力計の指示び下びらないことを確認してください。 

[機器のガス接続がでさていない場合] 

•検圧□に接続したゴム管から空気を吹さ込み、圧力び逃げ 
ないよラにゴム管を圧力計につなぎ替えて、圧力計の指示 
び下びらないことを確認してください。 


ゴム管 



[ガス漏れ確認終了後] 

•検圧□ネジは確実に取り付けてください。 

• ビルトインコン□側で検圧した場合は、必ず付属のアルミパッキンと取り替えてください 


◎試運転 

•取扱説明書の「使いかた」に基づいて試運転を行ってください。 

•試運転終了後また、長期間使用しないとさは機器のガス栓を閉じ乾電池を抜いておいてください。 


株式舍巧:/、■心 J 


















































































